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平成 22（2010）年度「NGO長期スタディ・プログラム」最終報告書記載項目 

 
提出日：2010年 3月 15日 
 
氏名：天野 Faith冬樹 
 
所属団体：特定非営利活動法人 フリー･ザ･チルドレン･ジャパン 
 
受入先機関名（所在国）： Me To We (Canada) 

 

研修期間（全体）：  2010年 8月 5日 ～ 2010年 10 月 5日 

 
研修テーマ：ポジティブでアクティブな変化を起こす日本の子どもリーダーの育成 
 
全体研修目標： 
主に3つのプログラム（１．ファシリテーター・トレーニング・プログラム、２．インドでのスタ

ディー・ツアー、３．大規模な若者向けイベント「We Day」）に参加する事で、効果的で質の高いリ

ーダーシップトレーニング・ワークショップの運営方法、子ども・若者が主体的に社会問題に取組む

ためのサポート体制、子ども・若者向けイベントの企画＆運営方法、そして、子ども・若者を惹きつ

ける仕掛けや技術などを習得し、日本の子どもや若者の活動をサポート、育成に活かせるようにする。 
 
具体的な研修内容： 

１．Advanced Facilitator Training Program（ファシリテーター・トレーニング・プログラ

ム）に参加。100人の学生が参加するキャンプでファシリテーターとしての実践をかねた訓練。また今

後、事業として行う時の知識と経験の入手。 
２．Me To We Trip to India（インドへのスタディー・ツアー）に参加する事によって、海外

支援の知識と経験の入手。また日本からの参加者への現地でのワークショップやリーダーシップ・ト

レーニングなどの実施。 

３．We Day Toronto 2010（大規模イベント）の企画と運営に関わる事によって、学校等とのつ

ながり方、ロジスティック、ボランティアのコーディネート、準備においての注意点などの学び。 
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研修の成果： 
 １．キャンプでファシリテーターとしての心得や知識を習得し、また実践を通して成長できた。

また、キャンプ後もカナダの地域や学校などで講演会やワークショップのファシリテーターの見学や

実践を行い経験を積めた。日本でのワークショップや講演会等に向け、カナダのスタッフと一緒に効

果的な方法を考察できた。また、来年度から共同事業として、日本からまとまった人数の若者参加者

を集め、キャンプに参加させる事が決定。 
 ２．実際に支援地域現場に行く事によって、現状を把握できた。また、参加者へのリーダーシ

ップトレーニング・ワークショップをカナダのスタッフと協力して企画し、実施。学校建設について

の詳しい知識も取得できた。来年も共同事業として行うことが決定。 
 ３．大きなイベントの運営方法や実施に向けた詳細情報などを習得できた。また、イベントの

模様のDVDを日本でのワークショップや、事業で使うために入手でき、子どもや若者を励ましたり、
勇気づけるスピーチや、モチベーションの上げ方を学べた。 
 
本研修成果の自団体の組織強化や活動の発展への活用方針、方法： 
１． 日本での子ども・若者対象の効果的なリーダーシップ・トレーニングやワークショップ、講演

会を実施する。また、学校への効果的なアプローチを行い、日本の教育機関で足りない部分の

学習内容を補佐する。講演会を実施する事によって、国際協力や子どもの権利にむけたアクシ

ョンをとる子どもや若者を増加させる。団体内で情報共有し、他職員等がワークショップを運

用出来るようファシリテーター・ハンドブックの翻訳と作成（日本文化に合わせ補修）。来年

度から行うカナダとの協働事業によって、日本の子どもの育成と活動のアイディアやエネルギ

ーの増加。 

２． より効果的なスタディー・ツアーをデザインする。現地での情報をより多く入手できた事によ

って、日本での広報や講演会での紹介の強化が可能。 

３． イベントを行う際に、本研修で習得した知識を用いて、企画や運営に活かす。賛同者を増やす

方法や、広報を効果的に行う。 

 

本プログラムや事務局側に対する提案、要望等： 
 もっと長期スタディー参加団体同士での意見の交換の場があっても、良いのではないかと思い

ました。 
  
その他： 
（総合的に研修成果を理解するために、写真類、スタディ員が受入先機関に提出した報告書類等があ

れば、あわせて添付願います） 
 メールで添付いたします。 
  

以上 


